
科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

「日本古代仏教史概説」をテーマとします。受講生が仏教に関する基本的な特徴と、日本人の多数が檀家であるところの鎌倉新仏教が成立する歴史的前提
を、理解することが到達目標です。
日本の政治・社会・思想に大きな影響を与え、今でも日本人の多くがその「信者」である仏教について、誕生から日本的仏教諸宗の成立までの歴史的展開を、
仏教哲学的な観点にも多少は交えながら概観します。宗教と各時代社会の関係、特に政治・社会との関係による宗教の歴史的変質の問題にも注意してくださ
い。

歴史

選  考  方  法

連　　絡　　先

既存科目　・　前期

専門

3年次以上

書類選考

履  修  年  次

開  講  場  所 東山手キャンパス

単  　位　  数

授  業  定  員

科目内容

無し

　14時40分　～　16時10分（90分）　「毎週木曜日」

期末試験70％　予習および授業中の様態30％

女子のみ受講可

活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

科 目 番 号

大     学     名 活水女子大学 細井　浩志（文学部人間関係学科　教授）

開　講　形　態

教養 ・ 専門別

日本史講義Ⅰ

　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　

木曜日

４時限

１D‐３

2単位 平成24年4月9日（ 月 ） ～ 平成24年7月30日（月）



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

2単位

科 目 番 号 ２O‐９

大     学     名 活水女子大学 Barbara Easton（文学部英語学科　教授）

３時限

連　　絡　　先

科目内容

履  修  年  次 2年次以上 Presentation30％Active participation30％Weekly written work40％

開  講  場  所 東山手キャンパス 無し

イタリア語Ⅰa・Ⅰｂ

イタリア語Ⅱa・Ⅱｂ

地域型セミナーＡ

期末試験60％課題・提出物30％授業への取組状況10％

平成24年9月24日（ 月 ） ～ 平成25年2月8日（金）

活水女子大学

　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　

　13時00分　～　16時10分（各90分）　「毎週火曜日」

授  業  定  員 　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　 　8時50分　～　10時20分（90分）　「毎週水曜日」

開　講　形　態 既存科目　・　後期 水曜日

教養 ・ 専門別 専門

単  　位　  数

火曜日

３時限

開  講  場  所 東山手キャンパス 無し

単  　位　  数 各1単位 平成24年4月9日（ 月 ） ～ 平成25年2月8日（金）

授  業  定  員 　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　

１O-23

各1単位 平成24年4月9日（ 月 ） ～ 平成25年2月8日（金）

科 目 番 号

大     学     名 活水女子大学 野田　ディーナ（非常勤講師）

開　講　形　態

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

授  業  定  員

科目内容

無し

　13時00分　～　16時10分（各90分）　「毎週火曜日」

期末試験60％課題・提出物30％授業への取組状況10％

女子のみ受講可

言語

選  考  方  法

連　　絡　　先

既存科目　・　前期後期

専門

1年次以上

書類選考

履  修  年  次

開  講  場  所 東山手キャンパス

一年目で学習した構文に基づいて、聞ける、使えるパターンをさらに拡げて発展させる。この講義では、いろいろな伝達の状況において、はっきりと正確に自己
表現ができ、相手の話も正しく理解できるよう練習する。文化に関する文章の解読や作文も取り入れる。

４時限

火曜日

専門

科目内容

連　　絡　　先

履  修  年  次 2年次以上

To gain an understanding of Nagasaki's events and how they have developed                                                                                                      To
practice and improve presentation, discussion, and note-taking skills in English

活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

選  考  方  法 書類選考 女子のみ受講可

活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

選  考  方  法 書類選考 女子のみ受講可

活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

開　講　形　態 既存科目　・　前期後期

教養 ・ 専門別

この講座では、イタリア語の正しい発音を学び、特に日本語と異なる発音、及び日本語を母国語とする学生にとって正しい発音がしにくい音に重点をおく。加え
て文法の基本的規則を簡単な文を使って練習していく。授業の目的は日常の簡単な会話や文を理解し、正しい音で伝達できることである。

野田　ディーナ（非常勤講師）

科 目 番 号 １O‐２４

大     学     名



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

2単位

科 目 番 号 ２P‐４

大     学     名 活水女子大学 野中　和孝（文学部現代日本文化学科　教授）

３時限

水曜日

教養 ・ 専門別

履  修  年  次 2年次以上 授業の理解度40％レポート60％で評価します。

開  講  場  所 東山手キャンパス 無し

連　　絡　　先

科目内容

日本古典文学史

日本近現代文学史

古典文学講義Ⅱ

試験70％授業中の態度・取組状況30％

平成24年9月24日（ 月 ） ～ 平成25年2月8日（金）

活水女子大学

　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　

　10時30分　～　12時00分（90分）　「毎週月曜日」

授  業  定  員 　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　 　13時00分　～　14時30分（90分）　「毎週水曜日」

開　講　形　態 既存科目　・　後期

専門

単  　位　  数

木曜日

３時限

開  講  場  所 東山手キャンパス 無し

単  　位　  数 2単位 平成24年9月24日（ 月 ） ～ 平成25年2月8日（金）

授  業  定  員 　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　

２P‐２

2単位 平成24年9月24日（ 月 ） ～ 平成25年2月8日（金）

科 目 番 号

大     学     名 活水女子大学 黒木　香（文学部現代日本文化学科　准教授）

開　講　形　態

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

授  業  定  員

科目内容

無し

　13時00分　～　14時30分（90分）　「毎週木曜日」

授業への取組状況10％課題20％期末試験70％

女子のみ受講可

文学

選  考  方  法

連　　絡　　先

既存科目　・　後期

専門

1年次以上

書類選考

履  修  年  次

開  講  場  所 東山手キャンパス

日本近現代文学史における近代リアリズムの成立と展開というテーマを軸に、日本近現代文学史における多様な文学的試行を理解する。　　　　　　　　　　　日
本近現代文学史における近代リアリズムの成立を、西洋科学の受容と日本の伝統的な文学観と自然観との相克を通して、日本自然主義の成立と展開の相を
考察し、併せてその限界と可能性を以後の文学の中に探る。

２時限

月曜日

専門

科目内容

連　　絡　　先

履  修  年  次 1年次以上

和歌史上に台頭する俊成と定家、西行、および二条家の歴史とその後を追います。ﾃｷｽﾄは長崎市伊勢宮文庫旧蔵の『井蛙抄』（写本）を使用します。この書は
定家の曾孫、二条為世の教えを伝授した歌学書ですが、定家回帰の言説に注目しながら、著名歌人の言説をも学びます。

活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

選  考  方  法 書類選考 女子のみ受講可

活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

選  考  方  法 書類選考 女子のみ受講可

活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

開　講　形　態 既存科目　・　後期

教養 ・ 専門別

古典文学の流れを古代・中世を中心に辿る。作品を具体的に読みながら、背後にある歴史の動きも視野に入れ、なぜ各々の作品が生まれたかを考える。　上
代・中古・中世という時代の流れに従い、和歌・歌物語・作り物語・日記などのジャンルに分け、実際に作品を読みながら、ジャンルごとの特性を捉える。作品の
概要を知識として知るのだけではなく、なるべく多くの作品に触れ、味わう。

服部　康喜（文学部現代日本文化学科　教授）

科 目 番 号 ２P‐３

大     学     名



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項選  考  方  法 書類選考 女子のみ受講可

日本の演劇史をテーマとする。古代の「散楽（猿楽）」や、「傀儡子（くぐつ」から、能狂言・中世に断続的にあった「人形劇」、さらに近世初頭の「歌舞伎」「浄瑠璃
（文楽）」の成立をたどる。

連　　絡　　先 活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

科目内容

履  修  年  次 2年次以上 授業への取組状況30％　期末の単位認定試験70％

開  講  場  所 東山手キャンパス 無し

単  　位　  数 2単位 平成24年4月9日（ 月 ） ～ 平成24年7月30日（月）

授  業  定  員 　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　 　8時50分　～　10時20分（90分）　「毎週火曜日」

開　講　形　態 既存科目　・　前期 火曜日

教養 ・ 専門別 専門 １時限

現代短歌史をひも解きながら、日本古代から連綿として詠みつがれたうた文芸の意義を考えます。あわせて、兼題をもとに短歌創作し、合評会を経て個人の歌
集を作成します。

科 目 番 号 １P‐４ 伝統文化論

大     学     名 活水女子大学 常吉　幸子（文学部現代日本文化学科　教授）

連　　絡　　先 活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

科目内容

開  講  場  所 東山手キャンパス 無し

選  考  方  法 書類選考 女子のみ受講可

授  業  定  員 　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　 　14時40分　～　16時10分（90分）　「毎週火曜日」

履  修  年  次 3年次以上 授業の理解度50％個人歌集50％で評価します。

教養 ・ 専門別 専門 ４時限

単  　位　  数 2単位 平成24年4月9日（ 月 ） ～ 平成24年7月30日（月）

大     学     名 活水女子大学 野中　和孝（文学部現代日本文化学科　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　前期 火曜日

主にエッセイ（随筆）の書き方を学習します。単にエッセイストを目指すための講座ではありません。誰でも何かを訴えたい、表現したいという欲求はあると思い
ます。また表現することで、考えや感覚を確認したり、新しい自己を発見したりすることもあります。理論と実作を繰り返しながら、いい文章の基本的要件を体得
してもらいたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここ
でエッセイをとりあげるのは、文章表現の方法を学ぶのに適していて、あらゆる文学形式の基礎になると考えるからです。

科 目 番 号 １P‐３ 文芸創作Ⅱ

選  考  方  法 書類選考 女子のみ受講可

連　　絡　　先 活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

科目内容

履  修  年  次 2年次以上 創作80％授業への取り組み状況20％

開  講  場  所 東山手キャンパス 無し

単  　位　  数 2単位 平成24年9月24日（ 月 ） ～ 平成25年2月8日（金）

授  業  定  員 　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　 　14時40分　～　16時10分（90分）　「毎週木曜日」

開　講　形　態 既存科目　・　後期 木曜日

教養 ・ 専門別 専門 ４時限

文学

科 目 番 号 ２P‐５ 文芸創作Ⅰ

大     学     名 活水女子大学 田中　俊廣（文学部現代日本文化学科　教授）



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

西洋音楽の基礎となるキリスト教音楽の歴史を学ぶとともに、古今の宗教音楽の名曲を紹介する。また、キリスト教の歴史とその音楽の関連についても触れ、
私たちが普段ﾁｬﾍﾟﾙｱﾜｰなどで接する音楽の神学的な意味についても考察する。

芸術

選  考  方  法

連　　絡　　先

既存科目　・　後期

専門

2年次以上

書類選考

履  修  年  次

開  講  場  所 東山手キャンパス

単  　位　  数

授  業  定  員

科目内容

無し

　8時50分　～　10時20分（90分）　「毎週火曜日」

口頭試問30％　期末試験70％

女子のみ受講可

活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

科 目 番 号

大     学     名 活水女子大学 椎名　雄一郎（音楽学部音楽学科　准教授）

開　講　形　態

教養 ・ 専門別

キリスト教音楽概論

　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　

火曜日

２時限

１L‐３

2単位 平成24年9月24日（ 月 ） ～ 平成25年2月8日（金）



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

　13時00分　～　14時30分（90分）　「毎週火曜日」

音楽療法概論

デザイン論

レポート50％学習状況（取組・課題提出）50％

活水女子大学

　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　

火曜日

１時限

開  講  場  所 東山手キャンパス 無し

単  　位　  数 2単位 平成24年4月9日（ 月 ） ～ 平成24年7月30日（月）

授  業  定  員 　50　人　　（うち単位互換定員　10　人）　

１Q‐３

2単位 平成24年4月9日（ 月 ） ～ 平成24年7月30日（月）

科 目 番 号

大     学     名 活水女子大学 古賀　幹敏（音楽学部音楽学科　准教授）

開　講　形　態

教養 ・ 専門別

単  　位　  数

科目内容

無し

　8時50分　～　10時20分（90分）　「毎週火曜日」

レポート50％小テスト30％授業への取組状況20％

女子のみ受講可

1年次以上

書類選考

履  修  年  次

開  講  場  所 東山手キャンパス

授  業  定  員

科目内容

連　　絡　　先

履  修  年  次 1年次以上

その他

選  考  方  法

連　　絡　　先

既存科目　・　前期

専門

活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

選  考  方  法 書類選考 女子のみ受講可

活水女子大学　教務課　ＴＥＬ　095-820-6016　ＦＡＸ　095-820-6063

私たちの生活を取巻く身近なデザインの例を通して、人と人・人とモノ・人と社会の間でデザインによるコミュニケーションなどを理解する。また、各デザイン領域
に共通する感性と論理や技術の基礎を捉えて、デザインの見方、考え方など身につける。

３時限

火曜日

専門

開　講　形　態 既存科目　・　前期

教養 ・ 専門別

「音楽療法とは何か」について歴史上の音楽の発生から、音楽と人との関係、療法としての音楽の歴史を学び、現在の音楽療法の状況を知る。同時に、自己と
音楽との関係、自己の考える音楽療法について考察を深めていく。

浜谷　信彦（健康生活学部生活デザイン学科　准教授）

科 目 番 号 １Q‐４

大     学     名




